
 

 

 

●開催時間  19:00～20:15 （ZOOM ミーティング ライブ配信） 

●参加費    1講座につき 当研究所会員  1,000円    非会員  3,000円 

●申込方法  右記のQR コードまたは当研究所ホームページからお申込みください。 

詳細はホームページをご覧ください。 

https://fc-science.or.jp/guide7.html 

 

 

 

気管切開をされている方々は，発話・嚥下両方に影響を受けます．発話や嚥下を保障することはその方々

の生活補償に直結します．本セミナーでは，気管切開をされている方への発話や嚥下の臨床マネジメント手

法について 3回シリーズで解説します． 

気管切開は，医師が医学的判断によって実施する医療行為です．医学的管理は医師のもとで行われます．しかし，気

管切開をされた方が日々の生活を行われていく上で，医師以外のメディカルスタッフと接することも多いのが実情で

す．気管切開をされている方々に適切な行為やケアを実践できるよう，気管切開にまつわる基礎的知識について説明し

ます．してよいこと，してはいけないこと，注意すること，できること，できないことなどを解説します．基礎知識を得たい方

は必見です． 

気管切開に関する基礎知識 第 1 回 10/12(火) 

気管切開をされた方は，ほぼ全員摂食嚥下機能に影響を受けます．喉頭運動が抑制されたり，咽頭喉頭の構造がか

わったり，声門下圧が高まらなくなったり，呼気の流れがかわったり，多くの要因が嚥下機能に影響を与え，うまく食べら

れなくなられる方が多くなります．このように気管切開をされた方々には，相応のリハビリテーションを行いつつ安全に摂

食する方法を獲得しつつ支援をしていきます．セミナーでは，具体的な臨床手技や臨床思考など，気管切開をされた方

の食支援についてご紹介します． 

気管切開例に対する摂食嚥下障害の臨床 第 2 回 10/19(火) 

第 3 回 11/2(火) 気管切開例に対する発話障害の臨床 

気管切開をされた方は，声が出せなくなります．病状や身体状況によっては，気管切開カニューレを工夫して発声が

可能となるケースもあります．発声が可能となったとしても，気管切開術を受ける前と同じ発声ではないことが多いで

す．したがって，発声ができないケース，発声ができるケース，いずれにおいても発話への支援やリハビリテーションは，

日常でのコミュニケーションを保障する重要なポイントとなります．セミナーでは，具体的な臨床手技や臨床思考など，気

管切開をされた方の発話やコミュニケーション支援についてご紹介します． 


